
 

＜報道発表資料＞ 

                          令和７年８月８日  

 地方独立行政法人京都市立病院機構 

京都市保健福祉局医療衛生推進室医療衛生企画課  

 

地方独立行政法人京都市立病院機構の令和６年度決算概要 

 

【令和６年度の取組】 

京都市立病院機構（京都市立病院、京北病院）では、新興感染症に常に即応できる体制の維持、救

急患者の受入れと適切な診療の実施、地域の医療機関とのカンファレンスの実施等、地域の政策医療

を担い、市民のいのちと健康を守る自治体病院としての役割を果たすとともに、持続可能な病院運営

に向け、社会変化を見据えた働き方改革を推進しつつ、病床稼働率の向上による入院収入の増加を柱

に、材料費の支出削減など、収支改善に取り組みました。 

市立病院においては、病院のあらゆる質を評価する公益財団法人日本医療機能評価機構による「病

院機能評価」の審査を受け、救急医療機能や業務の質改善の取組などの６項目で最上位の S 評価の認

定を受けました。 

また、京北病院では、京北地域における地域包括ケアの拠点施設として、地域ニーズの把握に努め、

訪問診療、看護など地域に根差した医療・介護を提供しました。 

 

【市立病院機構の令和６年度の決算総括】 

   （単位：億円) 

  R５年度 R６年度 増減額 主な増減要因（市立病院、京北病院） 

収益的収入 ２１１．４ ２０５．８ △５．６ 

・稼働率向上等で入院収益は増（＋１．３） 
・コロナ補助金の皆減（△４．７）、運営費

負担金のコロナ特例加算の皆減等で収入全
体は減収 

収益的支出 ２２２．７ ２２０．１ △２．６ 

・物価高により、経費その他は増 
（＋１．７） 

・退職給付費の減少、超過勤務の縮減等によ
る給与費の減（△３．９）、材料費の減
（△０．１）で支出全体は減 

経常損益 … ① △１１．３ △１４．３ △３．０  

臨時損益 … ② △４．３ △０．１ ＋４．２ 
※R5 の京北病院の固定資産の減損に伴う一

過性損失の皆減（△４．３） 

純損益（①＋②） △１５．６ △１４．４ ＋１．２  

※ 表中の金額は億円未満の端数処理のため、合計が一致しない場合がある。 

コロナ補助金の皆減等の影響で経常損益は１４．３億円の赤字 

臨時損益を加味した純損益は１４．４億円の赤字 



 

【決算概要】 

１ 市立病院 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 表中の金額は億円未満の端数処理のため、合計が一致しない場合がある。 

収入については、重点取組の「病床稼働率の向上」に向け、新規患者の獲得などに取り組んだ結果、

医業収益は前年度から１億６百万円増加し、１８１億７５百万円となりました。 

一方で、国や府からの新型コロナ病床確保等補助金の終了による４．７億円の収益減をはじめ、新

型コロナ対応の臨時増額措置の終了に伴う運営費負担金の減少などから、経常収益は前年度より４億

９７百万円減の１９８億５百万円となりました。 

支出については、退職給付積立費用の減少や超過勤務の縮減などにより、給与費が４億６百万円の

減少となったほか、相次ぐ価格改定による材料費の増加を抑制するための共同購入の推進などに積極

的に取り組みました。しかし、物価高騰に伴う委託料の増加や、応援医師への報償費の増加などから、

経常支出は前年度より２億２４百万円増の２１０億９１百万円となりました。 

これにより市立病院の当年度の純損益は１２億８６百万円の赤字となり、2 年連続の赤字決算とな

りました。 

 

２年連続赤字という厳しい状況を重く受け止め、より一層収支改善の取組を進めるとともに、持続

可能な経営基盤の確立に向け、抜本的な経営改善策の検討も、京都市と連携して進めてまいります。 

 

 

 

 

 

 

   （単位：億円) 

  R５年度 R６年度 増減額 主な増減要因 

収益的収入 ２０３．０ １９８．０ △４．９ 

・稼働率向上で入院収入は増（＋１） 

・コロナ補助金の皆減（△４．７）、運営費

負担金のコロナ特例加算の皆減 

（△１．４）等で減収 

収益的支出 ２１３．１ ２１０．９ △２．２ 

・物価高により、経費その他は増 

（＋１．２） 

・退職給付費の減少等による給与費の減

（△３．６）、材料費の減（△０．２）で

支出は減 

経常損益 … ① △１０．１ △１２．８ △２．７  

臨時損益 … ②  △０．１  △０．１ ‐  

純損益（①＋②） △１０．２ △１２．９ △２．７  



 

 

２ 京北病院 

   （単位：億円) 

  R５年度 R６年度 増減額 主な増減要因 

収益的収入 ８．４ ７．７ △０．６ 

・稼働率向上で入院収入は増（＋０.３）、

外来収入は減（△０．２） 

・運営費負担金のコロナ特例加算の皆減

（△０．７）等で減収 

収益的支出 ９．５ ９．２ △０．２ 

・常勤医師等の定年退職に伴う給与費の減

（△０．３） 

・応援医師の報償費や材料費の増加等によ

る経費その他の増（＋０．４） 

経常損益 … ① △１．１ △１．４ △０．４  

臨時損益 … ② △４．２ 0 ４．２  

純損益（①＋②） △５．３ △１．４ ３．８  

※ 表中の金額は億円未満の端数処理のため、合計が一致しない場合がある。 

収入については、入院収益や介護保険事業収益が増加したものの、新型コロナ対応の臨時増額措置

の終了に伴う運営費負担金の減少により、経常収益は前年度より６３百万円減の７億７８百万円とな

りました。 

支出については、材料費と応援医師への報償費は増加したものの、常勤医師等の定年退職による給

与費の減と、前年度の減損処理で京北病院の固定資産の簿価が減少したことによる減価償却費の減に

より、経常支出は前年度より２６百万円減の９億２７百万円となりました。 

これにより、京北病院の当年度純損益は１億４９百万円の赤字となり、３年連続の赤字決算となり

ました。 

京北病院については、京北地域における安心・安全な医療の提供と京北病院の持続可能な運営に向

け、医療・介護・福祉の有識者や京北地域の関係者からなる「京北病院が果たす機能の在り方検討会」

で取りまとめられた報告書を踏まえ、今後、「京都市医療施設審議会」での必要な機能等の検討が予定

されています。京北病院が、今後も京北地域における医療拠点として、将来にわたって安心・安全な

医療を提供できるよう、京都市と連携し、必要な検討を進めてまいります。 

 

＜お問合せ先＞ 
地方独立行政法人京都市立病院機構 経営企画局経営企画課 

電話：075-311-5311 

京都市 保健福祉局 医療衛生推進室 医療衛生企画課 

電話：075-222-3622 

 



  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

  

  

  

            

              

       

             

     

      

      

   

      

         

               

        

   

                   

        

       

      

  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

       

       

       

       

  

       

       

       

  

  

  

  

  

                          

                          

             

                          

                  

                

                      

                          

                      

                       

                           

                       

                          

                          

                          

                

                     

                  

                     

                   

                  

                 

             

                      

                       

              

                              

            

                              

          

           

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      

                    

                       

     

           

           

                 

    

                       

                           

      

   

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

       

            

       

    

          

       

  

          

       

      

      

      

    

            

       

     

   

             

        

     

      

     

             

      

           

     

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

       
       
       
       

  

       
       
       
       

  

  

  

  

  

            

           

               

                   

      

        

  

                  

              
                

           
                     

                      
                

                  

                   
                   

                   

               
                   

             
           

              
            

               
              

                   

                    
                       

                     
                  

             
                     

           
             

                

           
                      
        

                      
        

           

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

              

 
                  

           

           

           

    

   

                

                

        

    

      

  

       

    

 


